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｢府立洛東病院、府立洛南病院、府立与謝の海病院と府立医科大学附属病院の現状と課題」

第１包括外部監査の概要

１テーマと選定理由

（１）テーマ

府立洛東病院、府立洛南病院、府立与謝の海病院と府立医科大学附属病院の現状と課題

（２）選定理由

①府立洛東病院、府立洛南病院、府立与謝の海病院（以下「府立３病院」という。）と府立医科大学附属病

院（以下「附属病院」という｡）は長期間にわたり赤字決算が継続しており、また、財政基盤も一般会計か

らの補助金に依存している状況にある。各病院は民間病院とは異なる使命を負っているが、病院事業の運営

管理の現状と課題について、外部監査人の立場から地方自治法第２条第13項および第14項の規定の趣旨に照

らして検討を加える。

②京都府は、社会経済情勢の急激な変化に対応しうるよう体質を強化し、府民福祉の向上と活力ある地域社

会の構築を図るため、平成11年１月、「京都府新い､行政推進大綱（第２次)」を策定した。府立３病院と附

属病院も大綱の方向に沿った行財政構造改革の推進対象になっている点をふまえ、病院事業をテーマに選定

した。

２監査の実施状況

（１）監査の実施期間

平成11年７月１３日より平成12年３月24日まで

（２）監査補助者

公認会計士３名、税理士１名、大学教授（公認会計士）１名

３実施した監査手続の概要

（１）監査対象期間

平成10年度（必要に応じ平成６年度から平成11年度まで）

（２）監査手続

医療・国保課から提出を受けた病院事業会計決算書・病院統計資料等および各病院から提出を受けた統計資

料・会計資料・医事関係資料・人事関係資料等の検討および会議録の通査､関係者への質問等を行った。但し、

具体的な問題点については、監査の効率性の観点から重要と判断したものを対象にし、その調査方法について

も試査によることを原則とした。なお、決算書等の会計資料そのものの適正性に関する監査は実施していない。

４監査の重点項目

旬

■

４

》、－９羽Ｌ‘一一辿一上～.．△．，．、_三一一一一一一_



都府公報号外第21号平成12年４月25日火曜日京

国公立病院は、公共性が高く不採算になりがちであるが、一義的には国や地方公共団体が提供の責務を負う医

療分野を担っている。特に、救命救急医療、医療不足地域医療、感染症医療、高度専門医療等のふならず、基礎

的研究や教育研修機能も兼ね備えるところにその意義がある。

一方、財政的な面からふると、地域住民への貢献とは裏腹に経営は赤字の連続であり、一般会計からの補助金

（繰入金）に大きく依存している。ちなjZAに、平成６年度から平成１０年度までの過去５年間の繰入金の累計額は、

府立３病院で約157億円、府立医大附属病院では約369億円にものぼっている。京都府財政が非常に厳しい中、

もはやこのまま放置できない状況にあることは衆目の一致するところであろう。近年の経営努力により繰入金の

額は減少しているものの、京都府を取巻く行政環境がかってない厳しい状況にある今日、各病院においても繰入

金の在り方について徹底した見直しが必要であろう。

しかしながら、府立３病院と附属病院の「赤字」全体を全て問題視することは適切ではない。府民の納得のい

く赤字、すなわち、不採算医療（政策医療）分野の赤字と、それ以外の通常医療分野の赤字とを明確に区分し、

それぞれの分野で合理化・効率化に取り組むことが重要である。このような観点から、各病院の問題点を明らか

にし改善策を探るべく、経営体制、医薬品および診療材料、人件費、業務の委託化、繰入金と政策医療について

重点的に検討する。

※地方自治法

第２条第13項地方公共団体はその事務を処理するに当っては、住民の福祉の増進に努めるとともに、最小の

経費で最大の効果を挙げるようにしなければならない。

第２条第14項地方公共団体はく常にその組織及び運営の合理化に努めるとともに、他の地方公共団体に協力

を求めてその規模の適正化を図らなければならない。

※地方公営企業法

第３条地方公営企業は、常に企業の経済性を発揮するとともに、その本来の目的である公共の福祉を増進す

るように運営されなければならない。

第２府立３病院

Ｉ現状分析

１前提条件

（１）決算書の組承替え

①決算書は民間病院と同様の様式で、貸借対照表は流動性配列法とし、損益計算書は医業損益、医業外損

益の区分で表示している。なお、損益計算書の医業費用の内訳は、主な科目のみを表示している。

②府立洛東病院（以下「洛東病院」という｡）および府立洛南病院（以下「洛南病院」という｡）における

「要約損益計算書」は、平成10年度中に診療報酬の基金等への請求が翌月請求となったため、入院収益・

外来収益のうち窓口収入を除き１３ヶ月分が計上されている。そこで、他年度・他病院との比較を容易にす

るため、「修正10年度」において窓口収入は診療報酬の２割と仮定し、入院収益と外来収益を12.2/13とし

た。表中の府立与謝の海病院（以下、与謝の海病院という）の「修正６年度」についても同様の趣旨であ

る。損益分析は、原則として修正後の金額で行っている。

③各金額および比率は原則として四捨五入しているため、集計額は必ずしも合計と一致しない。

（２）他の自治体病院との比較

地方公営企業年鑑による平成９年度のデータと府立３病院の平成１０年度を比較している。両者間で１年の

期間的ズレはあるが、他の自治体病院の平成10年度のデータが未公表であることと、府立３病院のより最近

のデータとを比較することが有用と判断したことによる。

２洛東病院

（１）過去５期間の財政状態の状況

要約貸借対照表はく表１－１＞のとおりである。

Ｌ■■
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＜表１－１＞ ｢要約貸借対照表」
(単位：百万円）
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四百万円未満は四捨五入しているため、合計欄は必ずしも一致していない（以下同様)。 刀JPO

①資産の状況

固定資産の平成７年度の増加は、冷暖房設備等改修工事、昇降機耐震設備工事の建設改良工事、ＣＴス

キャナの購入による設備投資を約３億円実施したことによるものである。

②負債の状況

流動負債の平成７年度の増加は、上記設備投資に対する未払金の計上による一時的なものである。他は

退職給与引当金の繰入増減等であり、負債合計は１～４億円で推移している。

③資本の状況

資本合計の平成６年度から４期間における減少額１億８百万円の最大の要因は、毎期の欠損金計上によ

る剰余金の減少によるものである。

なお、５期間における一般会計からの補助金は約26億円にのぼり、補助金による補填後においても欠損

金は５億円になる。

(2)過去５期間の経営成績の状況

要約損益計算書はく表１－２＞のとおりである。

､

｢要約損益計算書」＜表１－２＞
(単位：百万円）

９

①医業収益の状況

（ｱ）入院収益は、平成６年度に比し平成10年度は12.2％の増収。

（ｲ）外来収益は、平成６年度に比し平成10年度は18.8％の減収。

（ｳ）医業収益は、平成６年度に比し平成10年度は2.1％の微増収。

（ｪ）延入院,患者数は、平成６年度の64,267人に比し平成１０年度は60,348人と６１％の減少。

６

平成６年度 平成７年度 平成８年度 平成９年度 平成10年度

流動資産

固定資産

491

872 １ ，

592

140 1 ，

414

103 １ ，

273

043 １ ，

358

053

繰延勘定 ７ 1６ 1５ 1４ 1６

資産合計 1,370 1,749 1,532 1,329 1,427

流動負債

固定負債

128

７

400

1２

136

163

125

8０

189

112

負債合計 135 413 299 205 300

自己資本金

借入資本金

剰余金

p●ＤＣ￣●

２，５８３

186

1,534

２，６３１

326

-1,622

2,663

307

1,737

２，６８６

266

1,828

2,742

299

1,913

資本合計 1,235 1,336 1,233 1,124 1,127

平成６年度 平成７年度 平成８年度 平成９年度 平成10年度 修正10年度

入院収益

外来収益

その他医業収益

１，１８５；1,2201
,..-.゜｡…｡｡･･･｡･･････………･…｡｡…･…･……･…･〒｡｡…………･･…ﾛ…･………･･一･･･････……･･････＆.……･…･･….

５８０；５７３ｉ

－…-……-－－－１９－－１－２０！

1,334 1,270

５４０１４９０

2１ 2２

：
■●■■

1,417

501

2３

1,330

471

2３

医業収益 1,786 1,812 1,896 1,782 1,941 1,823

給与費 1,444 1,325 1,491 1,455 1,480 1,480

材料費

経費

減価償却費

659

230

6２

'－－Ⅲ＿
Ｉ２２１

１－－Ｗ￣

729

232

7８

＿…-586-｣－－６１２－
２３７１２５１

７８；７７

612

251

7７

医業費用 2,407 2,343 ２ ， 541！２ ， 366 2,433 2,433

医業損失 ▲621 ▲531 ▲645 ▲584 ▲492 ▲610

医業外収益

医業外費用

541

4０

488

3８

579

4３

556

5３

一
・
：
ｏ
２
８
：
。
、
寺
８
８
，
８
；
３
２

■

469

5５

469

5５

経常損失

(繰入金除く）

▲120

(▲656）

▲8１

(▲566）

▲109

(▲685）

▲8１

(▲633）

▲7８

(▲543）

▲196

(▲661）

純損失

(繰入金除く）

▲124 ▲８８！▲117

(▲660）Ｉ（▲573） (▲693）

▲9１

(▲644）

▲8６

(▲552）

▲204

(▲670）




















































































































